
 

資料提供（教育庁）                        令和６年７月８日 

本校では、常陸大宮市と秋田県大館市の友好都市事業の一環として、本校商業科と大館国際情報学

院高等学校で両市の特産品を使った商品開発に取り組んでいます。 

下記のとおり、オンライン会議を開催しますので、ぜひ御取材ください。 

 

記 

 

１ 日  時  令和６年７月 12日（金） 11：35～12：25 

２ 場  所  県立常陸大宮高等学校（常陸大宮市野中町 3257-2） 

３ 参加予定  本校商業科３年生８名 職員４名 

秋田県立大館国際情報学院高等学校国際情報科２年生 14名 

ヒカリノ木（常陸大宮市）オーナー 星野 真司 氏 

常陸大宮市役所地域創生部定住推進課 定住推進グループ 担当者 

４ 取組内容   

昨年度は、両市の特産品を使った商品開発に取り組み、両校の生徒がアイデアを出し合って、 

さつまいもの品種「紅はるか」（常陸大宮産）と「紅あずま」（大館産）を使った菓子パンを 

考案し、両市のイベントで販売を行いました。 

今年度も、両市の特産品を使った、新たな商品開発の取り組みとして、授業の中で本校商業科 

と大館国際情報高等学校、協力企業、常陸大宮市でオンライン会議を実施し、両校の商品開発の 

進捗状況、意見交換を行います。 

５ そ の 他  御取材いただける場合は、前日までに下記問い合わせ先へ御連絡ください。 

 

＜昨年度の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県大館市「きりたんぽまつり」販売実習      常陸大宮市「ふれあい広場」 販売実習 

県立常陸大宮高等学校×秋田県立大館国際情報学院高等学校 

常陸大宮市と秋田県大館市の特産品を使った商品開発 

「オンライン会議」の開催について 

【本資料についてのお問い合わせ先】 

   県立常陸大宮高等学校 教頭 松代 寛 

   担当：商業科 教諭 根本 純一 教諭 間宮 疾人  TEL0295-52-2175 


